






工学部 1号館の部局基幹ネットワークシぷテムは、平成 2年2月に総長 500mのイーサ
ネットケープル (EthernetCable)を張りめぐらして始まりました。この黄色いケーブル






接続されていた機器は約 30台で、その内訳は、 2階計算機室に設置されたルーター l台、
ワークステーション 3台 (WS，内 2台はディスクレス)、イーサネットボード (Ethernet
Board)付きパソコン (PC)4台からなるセンター管理の機器と、各研究室で購入されたミニ
コンおよびワークステーション 13台、イーサネットボード付きパソコン 4台、学科購入の



























































ワークステーション (WS) 2 3 
ターミナルサーバー (TS) 5 
パソコン (PC)など 3 4 








現在、 3階から他階に貫通された空管の中には、約 70本以上 RS-232Cのケープルが分散














l，000-3，000 I 3，000-5，000 I 5，000千円以上
6 6 2 

























購入形態 学科共有 複数研究室 1・研究室
台数(台) 6 2 23 
購入形態 複数研究者 1研究者 その他
台数(台) 。 2 。
4.接続業者をどのように捜したか?
接続業者の選定|自分で調査|同僚に聞いた









台数(台 28 4 
8.その後の運転状況は?
接続後の運転状況|問題点は何もない|問題点が発生した






用途 電子メール 電子ニュース FTP 端末
台数(台) 15 11 16 14 
用途 技術文書 文書作成 情報処理教育 画像処理


















要(名) 5 15 
不要(名) 16 8 
講習会 管理者講座 Unix講座
要(名) 15 19 























































































































ている apphy上で運転されているコτ-ンド sendmailのための desc.datを示します。こ
れらのサブドメインには、 host名が、 apphyぅsummit，undead， mecsolidおよび survic
の5台のマシンが接続されています。
## Name Information 
name: mech.nagasaki-u.ac.jp 
option: omit¥¥ 











# Route information 
# To MY DOMAIN 
# To myself 
localhost:local apphy.mech.nagasaki-u.ac.jp 
apphy.cc.nagasaki-u.ac.jp 
# To summit summit: smtp-n 
summit.mech.nagasaki-u.ac.jp 
# To undead undead:smtp申 n
-42 
undead.mech.nagasaki-u.ac.jp 
# To mecsolid mecsolid:smtp-n 
mecsolid.mech.nagasaki-u.ac.jp 
# To survic survic:smtp-n 
survic.mech.nagasaki-u.ac.jp 
# To default 
















おられるかと思います。今年度末のネットワークの整備で、 l号館 2階の 2番および3番
講義室の中をケープルが走るように計画されていますので、コンピュータネットワークを
活用した講義も可能になります。ワークステーションの購入は、一人または複数のネット
ワークの管理者を発生させます。ルート (root)を突然任された管理者や、ネットワーク
を利用する教官ユーザ}に対する自己啓発の場は特に必要でしょう。
センターには、 nagasaki-u.forumという電子ニュースがあります。これは、パソコンネッ
トのピルテインボード(電子掲示板)ように使えますので、取りあえず接続できた方はこ
こに質問を投げるようにお願いします。それ以前の方、すなわち接続以前の問題を抱えて
おられる方は、私(調整委員、 ext.2659/2661)か、学科の情報処理委員の先生がたにご相
談してみてください。我々で解決できない問題は、不ツトに投げて、文字通りグローバル
にInternet上で相談することができます。もちろん、自己努力が最初にそして最大に必要
なことは言うまでもありませんがぐJ。工学部 l号館ネットワークは長崎大学における"
ちょと先き行く"学部のーっとして、全学のネットワーカーと皆様と一緒に前進したいと
思っています。
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